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１．概要（Summary） 

本研究では，ナノワイヤ面ファスナーの接着強度向上

を目指し，接続時の予荷重の大きさについて検討を行っ

た．なお，予荷重以外の条件（ナノワイヤの長さや直径）

については，先行研究において最適と確認された条件に

て実験を行った． 
 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
 スパッタリング装置一式（キャノンアネルバ製 E-200S）、
高精度電子線描画装置一式（日本電子（株）製 SPG- 
724）など． 
【実験方法】 

まず，ガラス基板上にスパッタリング装置を用いて、金

電極を作製した．その後，テンプレート（多数のナノスケー

ルの細孔を持つフィルター）を基板上に配置し，銅板を陽

極,基板を陰極として，硫酸銅五水和物水溶液中にて電

着を行った．これにより，基板上では銅が電着され，テン

プレートの細孔形状に銅が充填される．最後に，テンプレ

ート部分をエッチングにて除去することによって，銅ナノワ

イヤアレイを作製した．ナノワイヤアレイを一組作製し，互

いに向かい合わせて押し付けることにより，マジックテープ

のように接着した．押し付ける際の荷重の大きさは，デジ

タルフォースゲージを用いて確認した．その後，引っ張り

試験機を用いて，せん断強度の測定を行った． 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
 予荷重が大きくなるほど，せん断強度も向上する傾向が

見られた．Fig.1(a)，(b)はそれぞれ試験前と試験後のナ

ノワイヤアレイの様子を示している．Fig.1(b)より試験後の

ナノワイヤは大きく変形しており，一部がフック状になって

いることが確認できる．この結果から，高い予荷重をかけ

ることにより，ナノワイヤの変形が起こり，機械的絡み合い 

が誘起されるため接着強度が向上するものと考えられる．  

    (a)      (b) 
Fig. 1 SEM images of Cu nanowires before and 
after shear adhesion strength test. 
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